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暴力が社会に与えた衝撃が、期せずして社会的・法的抑圧に対する偽りの信用を高めてしまうことになった。それらが実際には若者による政治暴力を防げなかったどころか助長してしまってさえい のにもかかわらずだ。そして、一九九〇年代のバブル崩壊以降の不況やそれ よる「就職氷河期」の到来とともに、 「奇妙な青年」たちに対する社会的抑圧が激化していったことは、過激な政治的テーマを持ったゲーム、アニメ、マンガ作品等のサブカルチャーによ 反社会的行為を加速させ きっかけとなった。
これまでの日本の若者と政治に関する研究は戦後に急進
的な政治活動に関わった若いブルーカラー層を俯瞰するだけのものに過ぎなかった。一九八〇年代の間に日本 おける若者の急進主義は滅び去 とさ ているが、実際 はそれ以降も急進主義が若者を取り込み続けている。最近の研究では二〇一一年の東日本大震災以降の社会不安から日本の右傾化に反発する若者 現れたと論じるものや、不況により経済難に直面せざるを得なくな 若者がこれまで続いてきた社会階級を揺るがせたのだと論じてい もある。だが、重要な点は、いずれの研究も社会階級やジェンダーが若者による急進主義や政治暴力にどう関係したかについて言及し いないことだ。
週刊誌やマンガ等に見られるブルーカラー層の若者の政
治的言説を考察し、日本国内外の各種文献を分析することで、方法論的なナショナリズムを超え、冷戦世界を形成し二〇世紀後半を決定づけた思想や人々 世界的な移動の連結地点としての日本 研究するということが 唯一の手段として導き出された。
一九六〇年代以降に急進主義の若者達を世界的に生み出








いものだと思われている。しかし、一九六〇年代の浅沼稲次郎暗殺事件、安保闘争、大学紛争と、二〇世紀後半はどこにでもいるごく普通の日本人が急進主義に身を投じていった明確な転換点として捉えることができる。幕末の暗殺事件から昭和後期の日本赤軍事件に至るまで、こうした若者の急進主義は日本の時勢を刺激し続けてきた。現代の日本が置かれている政治的状況はそれまで 若者によって引き起こされた政治暴力の結果が少なからず関係している。こうした若 の歴史は、毛沢東主義、ブラックナショナリズム、パレスチナ解放人民戦線 そしてオウム真理教事件までに至る世界的な思想の流れの中で急進主義に身を投じていっ たちを考察して く上での手がかりとなる。
戦後日本の若者は高度な文明を享受しつつも、政治危機
や文化的ムーブメントの続いた激動の時代の中、急進主義や政治暴力という形で自らの主観性を表現した。しかし、立憲民主主義のもとで若者に権利を与えたため、それによって若者に対する抑圧策の選択肢が制限されていた日本の国家は、その「若者 問題」に対して、アメリカのバックアップのもと合法、非合法の様々な形で 抑圧を加え 。こうして東側諸国 もたらした 「共産主義革命」 思想に 「逆襲」するかのように、若者による左翼組織を打倒し、また、間接的に若者をネオナショナリズムに同調させたことによって、一九九〇年代末には日本人のほとんどが の急進主義など過去の産物に過ぎないと考える うになった。
ブルーカラー層の若者によって引き起こされた政治暴力
は社会からの孤立が関係 いる。だが そう 政治
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